
２０１６年（平成２８年）８月８日（月） 泡瀬特別支援学校災害時要支援者応急搬送訓練 

沖縄県立泡瀬特別支援学校(沖縄市比屋根五丁目２－２０)の教職員約 6０名に対し、非常時における応急搬送法の講習を実施した。同校長の真喜屋祥子氏

によると、同校に入校する障害者のほとんどが重度であり、地震による液状化に陥った場合には車椅子での避難誘導ができないことが予想される。そのよう

なときに教職員が車椅子に代わる移動の仕方を学ぶ必要があったため、今回、NPO法人防災サポート沖縄に講習を依頼することになった。 

今回の講習は、一人搬送、ロープを用いた搬送、Tシャツ、ごみ袋、毛布を用いた担架作成など実施した。記事は沖縄タイムス 8月 10日（水）の掲載 

なお、指導にあたったのは沖縄市高齢福祉課職員 4名と防災サポート１名が対応したが、県立の施設に市と NPOが対応したことに感謝の言葉があった。 

 


